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上期実績は 前年同期比増収増益上期実績は 前年同期比増収増益

第第22四半期累計連結業績概況四半期累計連結業績概況 ((前年同期比前年同期比))
上期実績は、前年同期比増収増益上期実績は、前年同期比増収増益
7/317/31計画と比べ、売上高は未達ながら各利益では計画を上回る計画と比べ、売上高は未達ながら各利益では計画を上回る

(4～9月累計期間)

((単位：百万円単位：百万円)) 2014/32014/3上期上期

実績実績

2015/3 2015/3 上期上期

(7/31(7/31計画計画))
2015/32015/3上期上期

実績実績

前年同期比前年同期比

増減額増減額

前年同期比前年同期比

増減増減率率

売 上 高売 上 高 93,45893,458 107,000107,000 105,598105,598 12,14012,140 13.0%13.0%

益益

Remark： 売上高
(増収要因)

堅調な産業用ロボット需要

中国高速鉄道需要の伸長

Remark： 売上高
(増収要因)

堅調な産業用ロボット需要

中国高速鉄道需要の伸長営 業 利 益営 業 利 益 7,9387,938 9,8009,800 11,61211,612 3,6733,673 46.3%46.3%

営 業 外 損 益営 業 外 損 益 1,7341,734 -- 2,2302,230 495 28.6%

経 常 利 益経 常 利 益 9 6739 673 11 60011 600 13 84213 842 4 1694 169 43 1%43 1%

中国高速鉄道需要の伸長

造船市況の回復

(減収要因)

中国建機需要低迷

中国高速鉄道需要の伸長

造船市況の回復

(減収要因)

中国建機需要低迷
経 常 利 益経 常 利 益 9,6739,673 11,60011,600 13,84213,842 4,1694,169 43.1%43.1%

特 別 損 益特 別 損 益 --896896 -- -28 867 --

税 引 前 利 益税 引 前 利 益 8 7768 776 13 81413 814 5 0375 037 57 4%

中国建機需要低迷中国建機需要低迷

Remark： 特別損益
(損失減の主な内容)
Remark： 特別損益
(損失減の主な内容)

税 引 前 利 益税 引 前 利 益 8,7768,776 -- 13,81413,814 5,0375,037 57.4%

当 期 純 利 益当 期 純 利 益 5,0375,037 6,4006,400 8,9518,951 3,9133,913 77.7%77.7%

一 株 当 た り一 株 当 た り 39 5239 52円円 50 5850 58円円 70 74円 31 22円 退職給付制度改訂損の
未発生 △8億円

退職給付制度改訂損の
未発生 △8億円

株 当 た り株 当 た り
当 期 純 利 益当 期 純 利 益

39.5239.52円円 50.5850.58円円 70.74円 31.22円

一 株 当 た り一 株 当 た り
中 間 配 当 金中 間 配 当 金

1818円円 2020円円 20円 2円

4
注：当社海外子会社に関しては1～12月決算であり、3ヶ月分の期ずれが生じております。注：当社海外子会社に関しては1～12月決算であり、3ヶ月分の期ずれが生じております。

中 間 配 当 金中 間 配 当 金
1818円円 2020円円 20円 2円



上期連結損益実績上期連結損益実績 ((営業利益変動要因分析営業利益変動要因分析))

((単位単位::億円億円))
生産性の

改善等

減価償却

費減少

販管費等

増加（注1）

売上の増加

（注1）

為替影響(注2)

2014年3月期 2015年3月期

( )
14/3上期(実績) US$1= ¥95.90 RMB1=¥15.44 EUR1=¥125.79 CHF1=¥102.29
15/3上期(実績) US$1= ¥102.23 RMB1=¥16.59 EUR1=¥139.87 CHF1=¥114.67

2014年3月期
上期実績

2015年3月期
上期実績

注2: 為替感応度：米国ドル45百万円、人民元29百万円、ユーロ軽微、 スイスフラン軽微

注1 : 売上および販管費等増減による営業利益の変化については為替影響を除き計算。

注2: 為替感応度：米国ドル45百万円、人民元29百万円、ユ ロ軽微、 スイスフラン軽微

(為替が1円変動したときの営業利益に対する影響)
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連結業績見通し連結業績見通し

下期見通しは下期見通しは7/317/31計画に対して セグメント別に計画達成度の差異があるが計画に対して セグメント別に計画達成度の差異があるが

2014/32014/3 2015/32015/3

下期見通しは下期見通しは7/317/31計画に対して、セグメント別に計画達成度の差異があるが、計画に対して、セグメント別に計画達成度の差異があるが、
全社としては通期見通しに向けて計画通りの推移を見込む全社としては通期見通しに向けて計画通りの推移を見込む

((単位：百万円単位：百万円)) 上期上期
実績実績

下期下期
実績実績

通期通期
実績実績

上期上期
7/317/31計画計画

上期上期
実績実績(A)(A)

下期下期
7/317/31計画計画

差引値差引値
(B(B--A)A)

通期通期
見通し見通し(B)(B)

売 上 高売 上 高
((前年同期比前年同期比))

93,45893,458
(+3 1%)(+3 1%)

108,834108,834
(+22 5%)(+22 5%)

202,292202,292
(+12 7%)(+12 7%)

107,000107,000
(+14 5%)(+14 5%)

105,598105,598
(+13 0%)(+13 0%)

109,000109,000
(+0 2%)(+0 2%)

110,401110,401
(+1 4%)(+1 4%)

216,000216,000
(+6 8%)(+6 8%)((前年同期比前年同期比)) (+3.1%)(+3.1%) (+22.5%)(+22.5%) (+12.7%)(+12.7%) (+14.5%)(+14.5%) (+13.0%)(+13.0%) (+0.2%)(+0.2%) (+1.4%)(+1.4%) (+6.8%)(+6.8%)

営 業 利 益営 業 利 益
((前年同期比前年同期比))

7,9387,938
(+4.5%)(+4.5%)

12,15412,154
(+63.8%)(+63.8%)

20,09220,092
(+33.8%)(+33.8%)

9,8009,800
(+23.4%)(+23.4%)

11,61211,612
(+46.3%)(+46.3%)

11,80011,800
((--2.9%)2.9%)

9,9879,987
((--17.8%)17.8%)

21,60021,600
(+7.5%)(+7.5%)

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 8 5%8 5% 11 2%11 2% 9 9%9 9% 9 2%9 2% 11 0%11 0% 10 8%10 8% 9 0%9 0% 10 0%10 0%営 業 利 益 率営 業 利 益 率 8.5%8.5% 11.2%11.2% 9.9%9.9% 9.2%9.2% 11.0%11.0% 10.8%10.8% 9.0%9.0% 10.0%10.0%

経 常 利 益経 常 利 益
((前年同期比前年同期比))

9,6739,673
(+14.2%)(+14.2%)

14,55414,554
(+54.5%)(+54.5%)

24,22724,227
(+35.4%)(+35.4%)

11,60011,600
(+19.9%)(+19.9%)

13,84213,842
(+43.1%)(+43.1%)

12,80012,800
((--12.1%)12.1%)

10,55710,557
((--27.5%)27.5%)

24,40024,400
(+0.7%)(+0.7%)

当 期 純 利 益当 期 純 利 益 5 0375 037 9 9409 940 14 97814 978 6 4006 400 8 9518 951 9 1009 100 6 5486 548 15 50015 500当 期 純 利 益当 期 純 利 益
((前年同期比前年同期比))

5,0375,037
((--22.7%)22.7%)

9,9409,940
(+47.1%)(+47.1%)

14,97814,978
(+12.9%)(+12.9%)

6,4006,400
(+27.0%)(+27.0%)

8,9518,951
(+77.7%)

9,1009,100
((--8.5%)8.5%)

6,5486,548
((--34.1%)34.1%)

15,50015,500
(+3.5%)(+3.5%)

ROA 6.9%6.9% 6.7%

ROE 12 2%12 2% 11 7%
為替15/3下期 (前提)
US$ 1=¥100 RMB1=¥16.40 ROE 12.2%12.2% 11.7%

一 株 当 た り一 株 当 た り
配 当 金配 当 金

1818円円 2020円円 3838円円 2020円円((予予)) 2020円円 2020円円((予予)) 2020円円((予予)) 4040円円((予予))

EUR1=¥130.00 CHF1=¥107.00

配 当 性 向配 当 性 向 32.2%32.2% 32.7%32.7%((予予))
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精密機器事精密機器事業業

2014/3 2014/3 実績実績 2015/32015/3

業績実績及び見通し

((単位：百万円単位：百万円))
上期上期 下期下期 通期通期

上期上期 下期下期 通期通期

7/317/31
計画計画

実績実績
(A)(A)

差引値差引値
(B(B--A)A)

7/317/31
計画計画

10/3110/31
見通し見通し (B)(B)

売 上 高売 上 高売 上 高売 上 高
(( 前年同期比前年同期比 ))

19,51319,513
((--3.9%)3.9%)

23,33923,339
(+9.8%)(+9.8%)

42,85342,853
(+3.1%)(+3.1%)

25,00025,000
(+28.1%)(+28.1%)

25,03325,033
(+28.3%)(+28.3%)

22,96622,966
((--1.6%)1.6%)

48,00048,000
(+12.0%)(+12.0%)

48,00048,000
(+12.0%)(+12.0%)

営 業 利 益営 業 利 益
((前年同期比前年同期比 ))

2,6652,665
(+24.1%)(+24.1%)

3,6943,694
(+15.2%)(+15.2%)

6,3596,359
(+18.8%)(+18.8%)

3,6003,600
(+35.1%)(+35.1%)

3,9763,976
(+49.2%)(+49.2%)

2,8232,823
((--23.6%)23.6%)

7,3007,300
(+14.8%)(+14.8%)

6,8006,800
(+6.9%)(+6.9%)

売上高推移売上高推移

((前年同期比前年同期比 )) ( 24.1%)( 24.1%) ( 15.2%)( 15.2%) ( 18.8%)( 18.8%) ( 35.1%)( 35.1%) ( 49.2%)( 49.2%) (( 23.6%)23.6%) ( 14.8%)( 14.8%) ( 6.9%)( 6.9%)

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 13.7%13.7% 15.8%15.8% 14.8%14.8% 14.4%14.4% 15.9%15.9% 12.3%12.3% 15.2%15.2% 14.2%14.2%

精密減速機

（百万円）

その他

3 872 3 925

17,836 21,145

38,981

23,589 20,486

44,075

7

1,678 2,194 3,872 1,444 2,481 3,925

上期 下期 通期 上期
(A)

下期
(B-A)

通期

10/31見通し（B)

2014/3 2015/3



精密機器事業精密機器事業

Notes：

精密減速機： ・上期 (前年同期比増収)： 産業用ロボットメーカー向け需要伸長
・下期 (上期比減収)： 産業用ロボット向けは、上期の自動車産業での大型設備投資案件一巡
・通期 (前期比増収)： IFR （*）のロボット販売台数見通し変更（CAGR6%→12%）をもとに計画

新エネルギー事業:

営業利益（全体）：

・通期 (前期比減収)： 風力発電機用駆動装置の一部調達品不具合の影響

・上期 (前年同期比増益)： 精密減速機の売上増による増益
期 期 減益 精密減速機 期 減収 伴う減益 成 投資 る 増・下期 (上期比減益)： 精密減速機での上期比減収に伴う減益、成長投資によるコスト増、

新エネルギー機器での調達品不具合等の影響
・通期 (前期比増益)： 下期は上期比減益を計画するも、堅調な上期実績により増益

*IFR＝International Federation of Robotics

精密減速機

真空機器光造形装置

IFR＝International Federation of Robotics

風力発電機用駆動装置

主要製品と顧客 (敬称略)

●精密減速機

太陽追尾駆動装置産業用ロボット： ファナック、安川電機、KUKA Roboter (独)、
ABB Robotics (スウェーデン) 

工作機械： ヤマザキマザック、オークマ、DMG森精機
●新エネルギー事業
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太陽熱発電： Cobra Thermosolar Plant (スペイン)
風力発電： 三菱重工、日立製作所、他



輸送用機器事輸送用機器事業業

業績実績及び見通し

2014/3 2014/3 実績実績 2015/32015/3

上期上期 下期下期 通期通期((単位：百万円単位：百万円))
上期上期 下期下期 通期通期

上期上期 下期下期 通期通期

7/317/31
計画計画

実績実績
(A)(A)

差引値差引値
(B(B--A)A)

7/317/31
計画計画

10/3110/31
見通し見通し (B)(B)

売 上 高売 上 高 23 96023 960 28 68128 681 52 64152 641 30 00030 000 29 76929 769 30 93030 930 59 20059 200 60 70060 700売 上 高売 上 高
(( 前 年 同 期 比前 年 同 期 比 ))

23,96023,960
(+6.2%)(+6.2%)

28,68128,681
(+32.2%)(+32.2%)

52,64152,641
(+18.9%)(+18.9%)

30,00030,000
(+25.2%)(+25.2%)

29,76929,769
(+24.2%)(+24.2%)

30,93030,930
(+7.8%)(+7.8%)

59,20059,200
(+12.5%)(+12.5%)

60,70060,700
(+15.3%)(+15.3%)

営 業 利 益営 業 利 益
(( 前 年 同 期 比前 年 同 期 比 ))

2,5812,581
(+5.3%)(+5.3%)

3,7623,762
(+113.6%)(+113.6%)

6,3446,344
(+50.5%)(+50.5%)

4,7004,700
(+82.1%)(+82.1%)

5,8755,875
(+127.6%)(+127.6%)

4,3244,324
(+14.9%)(+14.9%)

8,8008,800
(+38.7%)(+38.7%)

10,20010,200
(+60.8%)(+60.8%)

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 10.8%10.8% 13.1%13.1% 12.1%12.1% 15.7%15.7% 19.7%19.7% 14.0%14.0% 14.9%14.9% 16.8%16.8%

売上高推移売上高推移鉄道車両用機器 （百万円）

26,684
30,640

商用車用機器

舶用機器

その他(販売会社)

4 507
8,302

5 415 6 228

11,643
4,619 5,249

9,868

4,794 4,850

9,644

12,009
14,674 15,344 15,296

9

3,535 4,249 7,785
4,216 4,557

8,7733,794 4,507 5,415 6,228

上期 下期 通期 上期
(A)

下期
(B-A)

通期

10/31見通し（B)

2014/3 2015/3



輸送用機器事輸送用機器事業業

Notes：

鉄道車両用機器： ・上、通期 (前年同期比増収)： 中国高速鉄道向け売上の増加、MRO（*）売上の増加
・下期 (上期比横ばい)： MRO売上の減、国内市場の新車需要増

商用車用機器：

舶用機器：

・上期 (前年同期比増収)： 堅調な国内トラック需要による増収が海外市場での需要減をカバー
・下期 (上期比横ばい)、通期 (前期比横ばい)： 海外市場での需要減

・ (通年を通じて増収)： 造船市況の回復

営業利益（全体）： ・上期 (前年同期比増益)、通期 (前期比増益)： 各事業による増収に伴う増益
・下期 (上期比減益)： 鉄道車両用機器および舶用機器での成長投資によるコスト増により減益

*MRO＝Maintenace, Repair and OverhaulMRO Maintenace, Repair and Overhaul

主要製品と顧客 (敬称略)
●鉄道車両用機器 ブレーキシステム ドア開閉装置

JR各社、 民鉄各社、 川崎重工業、 中国高速鉄道・都市交通向け

●商用車用機器 エアブレーキ周辺機器

日野自動車、三菱ふそうトラック・バス、いすゞ自動車、UDトラックス

●舶用機器 エンジン遠隔制御装置

川崎重工業 三井造船 三菱重工業 日立造船 デ ゼル ナイテ ド H d i H I d t i (韓)川崎重工業、 三井造船、三菱重工業、日立造船、ディーゼル ユナイテッド、 Hyundai Heavy Industries (韓)、
MAN Diesel (デンマーク)

鉄道車両用機器 商用車用機器 舶用機器
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航空・油圧機器事業航空・油圧機器事業

業績実績及び見通し

2014/3 2014/3 実績実績 2015/32015/3

上期上期 下期下期 通期通期((単位：百万円単位：百万円))
上期上期 下期下期 通期通期

上期上期 下期下期 通期通期

7/317/31
計画計画

実績実績
(A)(A)

差引値差引値
(B(B--A)A)

7/317/31
計画計画

10/3110/31
見通し見通し (B)(B)

売 上 高売 上 高 26 53826 538 25 99425 994 52 53352 533 26 10026 100 25 14425 144 23 85523 855 50 50050 500 49 00049 000売 上 高売 上 高
(( 前 年 同 期 比前 年 同 期 比 ))

26,53826,538
(+3.2%)(+3.2%)

25,99425,994
(+29.8%)(+29.8%)

52,53352,533
(+14.8%)(+14.8%)

26,10026,100
((--1.7%)1.7%)

25,14425,144
((--5.3%)5.3%)

23,85523,855
((--8.2%)8.2%)

50,50050,500
((--3.9%)3.9%)

49,00049,000
((--6.7%)6.7%)

営 業 利 益営 業 利 益
(( 前 年 同 期 比前 年 同 期 比 ))

1,8401,840
(+9.0%)(+9.0%)

2,0222,022
(+1276.0%)(+1276.0%)

3,8623,862
(+110.4%)(+110.4%)

1,0001,000
((--45.7%)45.7%)

1,1151,115
((--39.4%)39.4%)

--1515
((--100.8%)100.8%)

1,7001,700
((--56.0%)56.0%)

1,1001,100
((--71.5%)71.5%)

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 6.9%6.9% 7.8%7.8% 7.4%7.4% 3.8%3.8% 4.4%4.4% --0.1%0.1% 3.4%3.4% 2.2%2.2%

売上高推移売上高推移
油圧機器

（百万円）

32,680 28,611

機器

航空機器

9,246 10,607
19,853

10,243 10,146
20,389

17,293 15,387 14,901 13,710
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9, 6 , ,

上期 下期 通期 上期
(A)

下期
(B-A)

通期

10/31見通し（B)

2014/3 2015/3



航空・油圧機器事業航空・油圧機器事業

Notes：

油圧機器：

航空機器

・ (通年を通じて減収)： 中国における建設機械需要減の影響

上 通期 (前年同期比増収) 民間航空機向け売上の拡大 為替効果航空機器：

営業利益（全体）：

・上、通期 (前年同期比増収)： 民間航空機向け売上の拡大、為替効果
・下期 (上期比横ばい)： 民間航空機向け・防衛省向け共に横ばい

・ (通年を通じて減益)： 油圧機器の減収に伴う減益幅の拡大

主要製品と顧客 (敬称略)
●油圧機器

走行モーター：
日本： コマツ、コベルコ建機、クボタ、住友建機

中国： Sany Xugong Excavator Liu Gong Zoomlion中国： Sany、Xugong Excavator 、Liu Gong、Zoomlion
●航空機器 フライト・コントロール・アクチュエーション・システム

Boeing (米)、川崎重工業、三菱重工業、IHI、防衛省、エアライン各社

油圧機器 航空機器
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産業用機器事業産業用機器事業

業績実績及び見通し

2014/3 2014/3 実績実績 2015/32015/3

上期上期 下期下期 通期通期((単位：百万円単位：百万円))
上期上期 下期下期 通期通期

上期上期 下期下期 通期通期

7/317/31
計画計画

実績実績
(A)(A)

差引値差引値
(B(B--A)A)

7/317/31
計画計画

10/3110/31
見通し見通し (B)(B)

売 上 高売 上 高 23 44523 445 30 81930 819 54 26454 264 25 90025 900 25 65125 651 32 64832 648 58 30058 300 58 30058 300売 上 高売 上 高
(( 前 年 同 期 比前 年 同 期 比 ))

23,44523,445
(+6.2%)(+6.2%)

30,81930,819
(+19.1%)(+19.1%)

54,26454,264
(+13.2%)(+13.2%)

25,90025,900
(+10.5%)(+10.5%)

25,65125,651
(+9.4%)(+9.4%)

32,64832,648
(+5.9%)(+5.9%)

58,30058,300
(+7.4%)(+7.4%)

58,30058,300
(+7.4%)(+7.4%)

営 業 利 益営 業 利 益
(( 前 年 同 期 比前 年 同 期 比 ))

851851
((--34.8%)34.8%)

2,6752,675
(+16.2%)(+16.2%)

3,5263,526
((--2.3%)2.3%)

500500
((--41.3%)41.3%)

644644
((--24.3%)24.3%)

2,8552,855
(+6.7%)(+6.7%)

3,8003,800
(+7.7%)(+7.7%)

3,5003,500
((--0.8%)0.8%)

営 業 利 益 率営 業 利 益 率 3.6%3.6% 8.7%8.7% 6.5%6.5% 1.9%1.9% 2.5%2.5% 8.7%8.7% 6.5%6.5% 6.0%6.0%

売上高推移売上高推移自動ドア （百万円）円）

45 677

包装機

その他

9 230 9,976
18,448

24,329

42,777

20,294
25,383

45,677

13

718 1,539 2,257 1,141 1,506 2,6474,279 4,951 9,230
4,216 5,760

9,976

上期 下期 通期 上期
(A)

下期
(B-A)

通期

10/31見通し（B)

2014/3 2015/3



産業用機器事業産業用機器事業

Notes：

自動ドア：

包装機：

・ (通年を通じて増収)： 主に為替効果による増収
・下期 (上期比増収)： 季節性に伴う増収

・上期 (前年同期比横ばい)： 国内向けが微減となるも海外向けが微増包装機：

営業利益（全体）：

・上期 (前年同期比横ばい)： 国内向けが微減となるも海外向けが微増
・下期 (上期比増収)、通期 (前期比増収)： 国内での需要増

・上期 (前年同期比減益)： IT投資による一時的なコスト発生により減益
・下期 (上期比増益)： 自動ドア市場での季節性に伴う増収により増益

主要製品と顧客 (敬称略)

下期 (上期比増益)： 自動ドア市場での季節性に伴う増収により増益
・通期 (前期比横ばい)： 成長投資によるコスト増により横ばい

主要製品と顧客 (敬称略)
●自動ドア

各種建物用自動ドア：大手ゼネコン他建設工事会社、サッシメーカー、病院、銀行、公共機関

プラットフォームドア： フランス地下鉄、中国地下鉄、他

●包装機 (東洋自動機)
味の素、丸大食品、アリアケジャパン、ケンコーマヨネーズ、P&G、花王、ライオン、
北米飲料メーカー、中国食品メーカー

専用工作機等自動ドア

14包装機



地域別売上高地域別売上高

北米北米 8585億円億円
そ 他そ 他 億円億円

2015/32015/3上期実績上期実績2014/32014/3上期実績上期実績

北米北米 7171億円億円
そ 他そ 他 億円億円 (8.1%)(8.1%) その他その他 55億円億円

(0.5%)(0.5%)
(7.7%)(7.7%) その他その他 22億円億円

(0.2%)(0.2%)

日本日本

欧州欧州 161161億円億円
(15.3%)(15.3%)

その他アジアその他アジア
1,0551,055
億円億円

日本日本

欧州欧州 136136億円億円
(14.6%)(14.6%)

その他アジアその他アジア
934934
億円億円 584584億円億円

(55.3%)(55.3%)

その他アジアその他アジア
7272億円億円
(6.9%)(6.9%)

億円億円
中国中国

146146億円億円
(13.9%)(13.9%)

532532億円億円
(57.0%)(57.0%)

その他アジアその他アジア
6262億円億円
(6.6%)(6.6%)

億円億円
中国中国

129129億円億円
(13.9%)(13.9%)

海外売上高比率海外売上高比率 海外売上高比率海外売上高比率

( )( )( )( )

43.043.0％％ 44.744.7％％

Notes：

鉄道車両用機器の中国向け 精密減速機の欧州向け及び航空機器の北米向け売上増加により

Notes：

鉄道車両用機器の中国向け 精密減速機の欧州向け及び航空機器の北米向け売上増加により鉄道車両用機器の中国向け、精密減速機の欧州向け及び航空機器の北米向け売上増加により
海外売上高は471億円に増加。
鉄道車両用機器の中国向け、精密減速機の欧州向け及び航空機器の北米向け売上増加により
海外売上高は471億円に増加。
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B/S概況

Remark:

((単位：百万円単位：百万円)) 2014/3/312014/3/31 2014/9/302014/9/30 差異差異

資 産資 産 233,984233,984 228,104228,104 -5,879
Remark: 

手元運用資金の圧縮

-109億円

（（ 現 預 金 等現 預 金 等 )) 53,72553,725 42,25142,251 -11,474

（（ 売 上 債 権売 上 債 権 ）） 52,84052,840 53,08353,083 243

Remark: 
商品及び製品+1億円

仕掛品 +22億円

原材料及び貯蔵品

売上債権回転日数 88日 92日 4日

（（ 棚 卸 資 産棚 卸 資 産 ）） 22,23322,233 25,67325,673 3,439

棚卸資産回転日数 53日 58日 5日

Remark:

原材料及び貯蔵品

+9億円
棚卸資産回転日数 53日 58日 5日

（（ 有 形 固 定 資 産有 形 固 定 資 産 ）） 55,22555,225 54,70854,708 -517

負 債負 債 94 51394 513 83 25283 252 -11 260
シンジケートローン

の返済 -100億円

負 債負 債 94,51394,513 83,25283,252 11,260

（（ 有 利 子 負 債有 利 子 負 債 ）） 26,20426,204 15,54415,544 -10,660

純 資 産純 資 産 139,471139,471 144,852144,852 5,3805,380

Remark:
利益剰余金の増

+70億円

(( 新 株 予 約 権新 株 予 約 権 )) 306306 323 16

（（ 少 数 株 主 持 分少 数 株 主 持 分 ）） 8,1218,121 7,3107,310 -811

16

自 己 資 本自 己 資 本 131,043131,043 137,218137,218 6,1756,175

※ ※ 自己資本比率：自己資本比率： 56.0% 60.2%60.2%



設備投資額・研究開発費・減価償却費設備投資額・研究開発費・減価償却費

上期実績 通期実績及び見通し

((単位：百万円単位：百万円)) 2014/32014/3上期上期 2015/32015/3上期上期 2014/32014/3通期通期 2015/32015/3通期通期 2015/32015/3通期通期((単位：百万円単位：百万円))
実績実績 実績実績 実績実績 期初予想期初予想 見通し見通し

設備投資額設備投資額 3,5573,557 3,4543,454 6,7606,760 12,00012,000 9,0009,000

研究開発費研究開発費 3,1113,111 3,3923,392 6,4016,401 7,0007,000 7,6007,600

減価償却費減価償却費 3,6403,640 2,9412,941 7,6007,600 6,7006,700 6,4006,400
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設備投資額内訳設備投資額内訳
IT投資IT投資IT投資

独身寮建て替え

IT投資

独身寮建て替え

本社
%

精密
機器
13%

本社
16%

精密
機器
18%

セ
グ
メ
ン

セ
グ
メ
ン

3,4543,454
百万円百万円

9,0009,000
百万円百万円

27%
輸送用
機器
19%

13%

産業用
機器
25%

輸送用
機器
25%

18%

ン
ト
別

ン
ト
別

自動ドア自動ドア

精密減速機
津工場生産性向上投資
精密減速機
津工場生産性向上投資

油 機器油 機器

産業用
機器
24%

航空・油圧機器
17%

25%

航空・油圧機器
16%

25%

自動ドア
新製品対応
自動ドア
新製品対応

油圧機器
垂井工場老朽化設備更新
航空機器
岐阜工場老朽化設備更新

油圧機器
垂井工場老朽化設備更新
航空機器
岐阜工場老朽化設備更新

新製品新製品

目
的
目
的

3,4543,454
百万円百万円

9,0009,000
百万円百万円

増産
対応
4%

新製品
18%その他

27%
増産
対応
4%

新製品
17%その他

27%

的
別
的
別

百百

生産性向上
52%

百 円百 円

生産性向上
51%

2015/3上期実績 2015/3通期見通し
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連結キャッシュ・フロー

（単位 百万円）

フリーキャッシュ・フロー投資キャッシュ・フロー営業キャッシュ・フロー

27,997 27,597

23,578

30,000
（単位: 百万円）

15,104
12,952

16,300
,

19,533

7,00010 000

20,000

6,141

-741

2,509
0

10,000

-4,419

13 693

-8,064
-3,631

-9,300
-12,359

741

-10,000

-13,693
-20,000

-27,464-30,000
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トピックス

4月：精密減速機『RV (TM) 』シリーズ生産累計500 万台達成

6月： インド駐在員事務所開設6月： インド駐在員事務所開設
インドでの情報収集、調達先の探索等。

7月： 「マリタイムイノベーションジャパン」の研究開発ネットワークへの参加7月： 「マリタイムイノベ ションジャパン」の研究開発ネットワ クへの参加

舶用機器事業に関連する研究開発を推進。

9月：社会的責任投資の国際指標DJSI Asia Pacific Indexに再選定9月：社会的責任投資の国際指標DJSI Asia Pacific Indexに再選定
2013 年9月の初選定に続き、組入れが継続。

9月 船舶用『電子ガバナ 装置』納入累計7000 台を達成9月：船舶用『電子ガバナー装置』納入累計7000 台を達成

今後は舶用電子制御エンジン向け製品ラインアップを拡充。

10月 当社『パ クフリ ドア』が「第8 回キ ズデザイン賞 を受賞10月：当社『パニックフリードア』が「第8 回キッズデザイン賞」を受賞

自動ドア事業にて4年連続の受賞。

10月 格付投資情報センタ （R&I)の発行体格付け A（シングルA）取得10月：格付投資情報センター（R&I)の発行体格付け A（シングルA）取得
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セグメント別業績概況・見通しセグメント別業績概況・見通し

((百万円百万円))

42 853
48,000 169,303

198,527
179,543

202,292
216,000

200,000 

250,000 
((百万円百万円))

売上高売上高

46,765 48,182 
48,289 

44,262 
52,641 60,700 28,026 

15,278 

32,438 

44,199 
41,578 

42,853 158,170

126,249

169,303

100 000

150,000 

31 987 27 589 29 575 41,798 47,956 54,264 58,300

51,390 
41,492 

59,106 
64,240 45,746 

52,533 49,000 41,888 

50,000 

100,000 

精密機器精密機器
輸送用機器輸送用機器
航空・油圧機器航空・油圧機器

Gilgen社
買収による

Gilgen社
買収による31,987 27,589 29,575 ,

0 産業用機器産業用機器

((百万円百万円))

営業利益･当期純利益営業利益･当期純利益
営業利益営業利益

9ケ月分増 3ケ月分増

営業利益 当期純利益営業利益 当期純利益
営業利益営業利益

当期純利益当期純利益

精密機器精密機器
輸送用機器輸送用機器輸送用機器輸送用機器
航空・油圧機器航空・油圧機器
産業用機器産業用機器
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中中期経営計期経営計画画：：計計数計数計画画

20172017年年33月期までに月期までにEPS190EPS190円をめざす円をめざす20172017年年33月期までに月期までにEPS190EPS190円をめざす円をめざす

20142014年年33月期月期
実績実績

20152015年年33月期月期
10/3110/31見通し見通し

20172017年年33月期月期
中期計画中期計画

20212021年年33月期月期
長期ビジョン長期ビジョン

20172017年年33月期までに月期までにEPS190EPS190円をめざす。円をめざす。20172017年年33月期までに月期までにEPS190EPS190円をめざす。円をめざす。

実績実績 10/3110/31見通し見通し 20142014年年55月策定月策定 20122012年年55月策定月策定

売上高売上高 2,022億円 2,160億円 2,800億円±5％ 4,000億円

営業利益営業利益 200億円 216億円 340億円 600億円営業利益営業利益 200億円 216億円 340億円 600億円

営業利益率営業利益率 9.9％ 10.0％ 12.0％ 15.0％

当期利益当期利益 149億円 155億円 240億円当期利益当期利益 149億円 155億円 240億円 -

ROAROA 6.9％ 6.7％ 7.5％ 11.0％

ROEROE 12 2％ 11 7％ 15 0％ 18 0％ROEROE 12.2％ 11.7％ 15.0％ 18.0％

配当性向配当性向 32.2％ 32.7％ 30％以上

2015/3 2017/3の中期経営目標2015/3～2017/3の中期経営目標

①さらなる事業規模拡大・収益性の追求

②資産 資本効率を意識した経営の推進
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②資産・資本効率を意識した経営の推進

③成長性を考慮した企業収益の配分


